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■機能 
校正管理システム（CX）の利用時に IDとパスワードを入力し、本人確認をすると同時に利用者の機能範囲の制限（利用者機能制限）を行います。 

利用者機能制限は、各種画面機能の有無を設定することで校正データの改ざん防止、誤操作によるデータの損失を防ぐことを可能とします。 

また、利用者の操作内容はログ（いつ、誰が、何を）に記録され、データ追跡調査やシステムトラブルの原因調査に役立ちます。 

 

■構成図 
                社内 LAN 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ＜利用者別機能制限＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

CXマネジャー 校正管理システム(CX) 

[権限設定あり]の設定で 

全校正システム起動時に 

ログイン入力画面が表示さ

れます。 
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■利用者別機能権限の設定方法 
 各種画面の登録・修正・削除にチェックをするだけの分かりやすい操作で設定できます。 
 下図は校正画面の設定例です。 
 

校正データの修正・削除が不可の場合                            ＜校正画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ログ情報 
  ログインした利用者の名前がログに記録されますので、端末内の利用者や計測器によるデータ追跡調査が可能です。 

また全クライアントボタンの押下により、システム全体のログを表示することが可能であるため、システム内のデータ追跡も容易に行うことが可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 


